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我々はこれまで山崎断層の重力探査を行い、その結果断層付近でのブーゲー異常が高いことを示した。こ

の解析に伴ない、地形補正のために、実際に存在する岩石の密度を調べることを行った。その結果、断層

付近では比較的密度の高い岩石が存在し、これを用いて高密度岩石の深さを計算した。これにより、密度

の高い岩石は浅ければ数百ｍから場所によって数ｋｍまで存在することが判った。これまでは岩石を採集

した地域が比較的断層に沿った領域に限られていたので、さらに広く全体をカバーする場所からも採集し

た。 

 
 

Fig. 1. に、1988, 2002, 2003 年に採集した石

の位置を示す。その密度測定の様子を Fig.2. に

示す。採集は山崎断層にそう西北西－東南東が主

で、これを南北に補っている。結果は大勢として

断層に沿うラインで石の密度が高い傾向がある。

これは、今までに報告してきた結果と矛盾してい

ない。 

 
Fig. 3. 岩石採用の一例 

 
Fig.1. 観測点分布と、得られた密度値       Fig.2. 採用した岩石の密度測定状況 


